
なために同一李面内に分布しているもの颯外にも多数の

ものが見られるので，包i嚢液の個数の測定に『当つては』

やや焦点の合つていないものをも含めて，それらの含ま

れる薄片の厚さを顯徴鏡のマイクロメーターの読みから

計出し，その厚さの中に含まれる全ての包裏液の個数を

それぞれの大きさのもの毎に測定合計した。また，体積

の算出は，個々の包裏液の外形をほぼ球と見倣して行つ

た◎

　　　　　　4．今後の問題
　次の3つの問題が考えらおる。

　1．一包裏液の化学成分の究明　じゆうらい（ペグマタ

イト）等の石英中の包裏液について発表されたところに

よるとH20を主成分とし，NaC1，SO4，CO2等をかな

り多量に含有している。これらの例に比べて今の場合包

i裏液が非常に微細であるからシ分析法を強討している0

2．地質濫度計としての利用　赤（青）白珪石の場合，

鉱床の部分，特に土部と下部，赤白と青白，異る品質の

部分による差異，他種鉱床との比較等が鉱床の成因の究

明とそれに基く探査方法の確立の一手段として必要であ

る0

　3．包裏液の石英韓移におよぼす影響の究明　一般に㌧
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（金子純）

ソーダの存在は石英のトリヂマイトヘの韓移を容易にす

ることが明らかにされている。今の場合，包裏液が全体

の1％（容積）を占めること，さらにそれと結晶との接触

面積が非常に大きいことは包裏液の成分如何によつては

韓移の難易や速度等に影響をおよぼす可能性が充分に考

えられる。 　一　　　　　（昭和27年3月稿）

　　　　　　　丈　　献
1）Sorby，H．C。：On　the　microscopical　structure

　　of　crystals　in（玉icating　the　origin　o葦　minerals

　－and　rocks，Jour．GeoL　Soc．，Vo1．14，・pp．453，

　　1858．
2）：K6nigsberger，J．ane　M養Uer，W．」．：Ober　die

　　FI趣sigkeit＄einschl廿sse　in　Quartz　apliner　Min－

　　era！k1茸fte，Centrb1．f．Min．，72－76，　1906．　－

3）El　Ingerson：　Liquid　Inclusions　in　Geologic

　　Thermometry　Am．Min。，Vo1．32，Nos．7－8，

　　1947．

4）立見辰雄：液体包有物地質湿度計，科学，VoL
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Elec加ic撹l　Prospecting　for　the　Pyrite

　　　Ore　Dei｝osit　at　K我燃＆ya

　　　　　M量ne，Hokkaido

　　　　　　　　by
　　　　　　Jun　Iくaneko
　The　author　has　applie（1a丘　electrical
pr・spectingt・the’pyrite・redepOsitat

Kamaya　Mine，Hokkaido．・

　By　the　both　methods　Fof　S．P．and
resistivity，・he　has　fomd　two　anomalous

areas．　In　the　first　area　　he　has　found
　　　　　　　　　　ンanomalous　zone　around　the．known　ore
deposit．In　the　second　area，βnew　mineral－

ized　zone　is　expected．

　　　　　　　　要　　約1
　昭和26年8月北海道有珠郡肚瞥村釜谷鉱山において

一擬友岩中に胚胎する硫化鉄鉱床に対する電気探鉱調査を’

ノ

‘

ノ

　　　　　　　　　　／、．．　　　　　　　　　　　＼・、．1　　　　〃　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　ヌ

菩嬬．霧

一　ノ黛　V樵．一！ノ

　鰹　　　　　　　　　　　衣　　　メ　　齢　　　振　　　　　　　　　　　　　　ハ
　　　　　　　　　　　　　　1　　　弓う

　　　　　　構棚　　　　蛛、　　戸ノ　遡　　　　ソ　　　　　～
　　　　　　蜂　　　　　　　　　　1蝿
　籍　　　　　　　　　　　　1
　　恥　　　乗左　　　　　　　　㌧別

　　　　　番N　7

＊物理探査部 第1圖、　位置交通圖
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　　　　　　　　　　　第2圖

行つた。その結果，既知鉱床上糞よびその南東方にわた

り，自然電位の示徴を認φ，また低比抵抗分布が認めら

れた。今後既知鉱床附近およびそれより「に一測附近に

向けさらに探鉱を行うのが愛当と考えられる。

　「ワー司および「ワー親附近に鉱化作用に関蓮性を有する

と認められる自然電位の低電位分布および比抵抗分布が

認められた。これらについても今後さらに探鉱を行ラ贋

値があるものと思われるので，まづ「ワr4」および「を一18」

附近をさらに探鉱するのが適当と考えられる0

　　　　　　1．緒　言
　昭和26年8月下旬より約2週間にわた，り，　オヒ海道有

釜谷鉱山地形ならぴに測線配置圖

珠郡肚瞥村釜谷鉱山に参いて電気探鉱調査を行つた。こ

こにその結果を報告するo

本調査は筆者の他，小谷良隆，古谷重政が，これを担

当した。

　　　　　2．，位置および交通
本鉱山は北海道右珠郡批瞥村字久保内にあり，胆振線

久保丙駅の北東方約1kmに位する（1：50，000地形図，

虻田）。ここに至るには，室蘭線伊達紋別駅または函館線

倶知安駅より分岐する胆振線久保内駅よリケナノシケオ

マチイ川を北上すること，約1kmにして到達する。こ

の問鉱石蓮搬用馬車路あり交通は至つて便利である。
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第3圖“　自然電泣分布圖

　　　　　3．地形・地質および鉱床

本鉱山は，その東部および西部にケナノシケオマナイ

川の支流が南下している。本鉱山はこれらの沢に挾ま

れ，比較的緩慢な地形を呈している（第2図参照）Q

地質鉱床！こついては昭和26年8月本所小関幸治技官

により調査されたが，それによる≧，本鉱山附近は第三

紀訓縫統に属すると推定される石英粗面岩質角礫凝友岩

が分布し，その北部に石英粗面岩が分布しているが，そ

の一部は安山岩溶岩がこれを覆つている。また本鉱山南

部には変朽安山岩が分布し，これと石英粗面岩との接触

部附近には蝋石化作用等も見られる。

　鉱床は前記角礫凝友岩中に胚胎するいわゆる黒鉱式硫

化鉄鉱床であつて，現在迄に第1号坑および第3号坑に

おいて稼行され，第2号坑は第1号坑鉱床の蓮搬坑道と

して使用され，第4号坑は探鉱を目的としたが着鉱せず

して廃坑となつている。現在見られる第1号坑において
　　　　しは鉱床周辺は酸化鉄によつて覆われたごとき形態を呈し

ており，その周辺の鉱床を胚胎する母岩は粘丑化されて

いる0
　　　　　4．調査目的および調査区域

　本鉱山の西方，3号坑，4号坑附近の沢には随所に交

染状の硫化鉄鉱が認められる。また東方の沢には現在稼

行中の第1号坑鉱床があり，この附近に鉱床の潜在が期

待されるので，これらを包含する約380m×200mの区

域を選定した（第1図）0

　　　　　　　5．調査方法
　測定は自然電位法および比抵抗法によりた。自然電位

法は測点「ホー10」附近を基準点とし全測点について測定

を行い，．その結果より自然電位分布図を作成した。’比抵

抗法は2極法により電極間隔（a）を20，40および60m

とし，rハ，㍉ホ…・チ」線およびrル，ヲ…』カ」線に
1
つ
い
て
測 定を行い，その結果より比抵抗分布図を作成し

たoなお2則、点1は5×10血な：いしは10×20mの間隔に

設けた。

　　　　　　　6．測　定　結果
　第3図に自然電位分布図を示したQ、自然電位分布は図
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第5圖　　比抵抗分布圖
より明らかなごとく，総体的に「ヂ，り」線附近以東は比

較的低電位を，その以西は高電位分布を示している。こ

の中

　A）既知鉱床附近より南東に向け’，すなわち「に一・o」

附近を中心として北西一南東の方向にやや長く一5パー

27mV程度の負電位分布が認められるQ
　B）「を一5」附’近および「を一18」附近をほ

ぼ中心とτ、て東西にやや長く＋20mV以

下の低電位分布が認められる。

　C）rター8」附近およびrヨー四」附近に局

部的に低電位炉認められる。なお4号坑附

近には趣めて局部的に多少の低電位を認め∫

るが，全般的には多少高電位を示しているα

以上のごとき自然電位の負電位異常ない

しは低電位分布が認められたg

第4図｛’第6図に比抵抗分布図を示し

た。この比抵抗分布および上記の自然電泣

分布を綜合すると次のどとくなる。

すなわちこの区域における比抵抗分布は

大略「ト』線附近より颯東に低比抵抗が分布

し，殊に甑知鉱床周辺のA）に記レた自然

電位の負電位異常附近を中心として凝次岩

ないしは粘土化した凝茨岩とも推定される

3～5kΩ・cm域乍の比較的低比抵抗がやや

広範囲に分布している。

　その傾向はa＝20，40，60mの場合に

も認められる。

　「ト」線域西においてはa二20，40mの場

合，全般的にやや高比抵抗分布が広、く分布

Lている。しかしa＝60mの場合は第5図

に明らかなごとくこの高比抵抗分布は「ヲー

15」附近を除く他は全般的に鉱床周辺にお

けると同様低比抵抗を示している。すなわ・

ちこの区域において娃石英粗面岩質岩石ま

たは珪化幣のごとき変質岩石とも推定され

る高比抵抗の岩石は「ヲー15」附近域外は比

較的地表近くに分布し，その下部ほ既知鉱

床周辺と類似の岩質のものと推定ざれる。

しかしてこの種鉱床が石英粗面岩質岩石・

凝友岩等のごとき異種岩石め接触部附近に’

胚胎される場合は他にもその例は多く，既

知鉱床についてもこのような考えによつて

読明することができる。すなわち鉱床を中

心とする低比抵抗分布域が「トJ線域西に認

められるような高比抵抗岩石が鉱床胚胎0

後，風化，浸餌等によつて創剥されたもの

とも考えることができる。域上あ推定からrトユ線域西に

おい七は一見現在の甑知鉱床周辺との條件は異るよ5に・

考えられるが，鉱床胚胎の可能性は期待される。殊に

「ト」線以西の区械において『ワー4』および「ワー17」附乖を

中心として局部的に分布する高比抵抗が各々前記B）の

62一（520）
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「を一5」および「を一18」を中心とする低電

位分布の周辺において認められる◎こゐ

高比抵抗分布乏低電位分布との関連性が

認められ，また附近の3号，4号坑の沢

に交染状の硫化鉄が見られる点等からみ

て，これらの高比抵抗，低電位分布が鉱

化作用およびそれに件う変質帯あるいは

凝友質岩石・石英粗面岩質岩石との境界

附近り鉱化作用と関連あるものとも考え

られるo

　なお前述C）の「ター6」附近の自然電位

の低電位分布については3号坑控口附近

の廃石によるものと推定されるoまた

rヨー四」附近の低電位分布については今

回の資料のみでは明らかでない。

　　　　7。結　 論

　　　　　　　　■
　カ　　　　ワ　　　　ヲ　　　ル

　　　　　ロ　　・＼こ、・
　　　　。　＞一でぞ
　　　　　　　o　o　　　　o5　　　　　0　　　　05

　　　　　0　　　　　　　0
　　　　　0　　　　　　　0

ら

0
／

イ1

ズ　．

　　／5一悉
繕c＞、

☆・

　釜谷鉱山における電気探鉱の結果以上

のごとき諸点が明らかにされたが，既知

鉱床周辺については自然電位の示徴より

今後既知鉱床附近およびそれより「に一1ω等の南東方に

向け探鉱を行うのが妥当と考える。また「を一5」および

「を一13」附近は顯著な自然電位の示徴を5るには至らな

かつたが，鉱化作用に関連あるものとも考えられるの
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第6圖　比抵抗分布圏

で，さらに探鉱の償値あるものと思われるQそのために

はまづ「ワー4」「を一18」附近の探鉱をさらに行うのが適当

と考える。　．’　　．　　　（昭和26年8月調査）
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Eleεtri綴l　Pをosplectings説Kuro量wal

　SeεtionofYonaih＆ね瞳ne，

　　F眠kushim盆Prefee軸re

by

Masayoshi　Murozumi

　Electrical　prospectings　were　carried　out

at　Ohata　and　Shiroganezawa　Areas，Kuroiwa

sectionofYonaihataMine，fromJmeto
July195L
　The　anomalies　were　discovered　by　the
S．P。　method，an（i　the（iistributions　of　sub」

＊物理探査部

surface　resistivity　were　foun感by　the　res－

istivity　method．

　The　anomalies　of　Shiroganezawa　area
were　located　　at　the　加ineralized　lip3rite

block，wher6　01d　adits　were　excavated．

From　the　data　of　the　resistivity　method，

t五e　author　recommended　that　further　pro－

spectings　should　be　operated　at　t1窪e　lower

zones　of　those　adits，the　other　low　resistivity

zones　and　the　margins　of　the　latter．

　　　　　　　　要　　約、・
新黒鉱鉱床開発促進のため福島縣耶麻郡加納村黒岩の

與内畑鉱山鉱区内において電気探鉱法による調査を実施

・したQ、聖

今回の調査は與内畑鉱山大畑区域およびその北東方の
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